
【取組内容】 「主体的・対話的で深い学び」を意図的に促す

佐世保市立大野中学校【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実】
本校においては、クラス単位で生徒情報や個人の学習内容
を運営・管理できるツールを活用し、生徒の学習をより個別
最適かつ協働的に行うことができるよう取り組んでいる。
右の例では、生徒の学習内容に沿った授業資料を提示し、
個人の興味・関心・意欲に合った学習をサポートしている。
また、学習の参考となる動画等を学習資料として提示する
ことで、生徒の主体的な学習を促すこともできる。

左の例は、生徒が総合的な学習の時間に作成した成果
物である。生徒がタブレット端末を用いて作成した成果
物を一元管理することで、教師は学習進度を把握できる。
また、１つのファイルにおける生徒の共同編集を可能
にすることで、成果物を作成する過程において良い点や
改善点をお互いに話しながら活動に取り組むことができ
るため、協働的な学びを実現するとともに、「主体的・
対話的で深い学び」を意図的に促すこともできる。
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